
1階席／一般1,500円・中学生以下500円　
2階席／一般1,300円・中学生以下400円
※さくらぴあ友の会会員100円引き、2枚まで。
※未就学児の膝上鑑賞無料（お席が必要な場合は有料です）。

※客席に関係者カメラ席を設けていますので、チケット購入の際はご注意ください。
※録画、録音、写真撮影はお断りします。　※敷地内は禁煙です。
※客席内での飲食、施設内での飲酒はご遠慮ください。　※出演団体、演目、時間は変更になる場合があります。

チケット発売日  会員7月12日（日） 一般 7月19日（日）
※会員・一般発売初日に限り、電話購入は11:00からの
　受付となります。

チケット販売時間9:00～21:00
 （休館日：月曜日 ※祝日の場合は翌平日）

お問合せ・チケットの電話購入

電話 0829‒20‒0111
事務室

〒738-8509 広島県廿日市市下平良一丁目11-1
広電宮島線「廿日市市役所前」から徒歩約7分
JR山陽本線「宮内串戸」から徒歩約15分
※駐車場には限りがございます。ご来場は公共交通機関をご利用ください。

ア
ク
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大ホール

当日は、神楽衣装の展示、お弁当・神楽グッズ等の販売を行います。

9/272026年 10:00開演（9:30開場）［日］

大森神楽団「紅葉狩」

玖島神楽団「塵倫（阿須那系旧舞）」
じん けいきゅうまいりんくじま あ す なかぐらだん

栗栖神楽団「神武」
じん むくりす

水内神楽団「弓八幡」
ゆみはちまんみのちもみじおおもり

吉和神楽団「大江山」
おお やまよし わ え

主催：（公財)廿日市市芸術文化振興事業団　　

　

水内子ども神楽団「悪狐伝」
みのち こ ど も あっこでんかぐらだん かぐらだん

かぐらだん がり かぐらだん かぐらだん

下五原神楽団「将門記滝夜叉」
しも はらいつ しょうもん き たき や しゃかぐらだん

全席指定
（税込）

■チケット取扱い ウッドワンさくらぴあ事務室
さくらぴあオンラインチケット（https://online.hatsukaichi-csa.net/ticket/）

第24回

神楽共演大会神楽共演大会



13:40～14:10　水内子ども神楽団「悪狐伝」
14:15～15:05　玖島神楽団「塵倫（阿須那系旧舞）」
15:10～15:50　水内神楽団「弓八幡」 
15:55～16:35　吉和神楽団「大江山」

10:00～10:20　下五原神楽団　儀式舞「四方祓」
10:25～11:05　大森神楽団「紅葉狩」
11:10～11:50　栗栖神楽団「神武」
11:55～12:45　下五原神楽団「将門記滝夜叉」
12:50～13:40　休憩

みのち

水内子ども神楽団（広島市佐伯区湯来町）
保育園から中学生までの神楽好きな子どもたちが集まり、週に
1～2回練習に励んでいます。活動は、地元の豊穣祭が中心
で、現在、活動の場を広めているところです。今回、ウッドワンさく
らぴあで舞うことを団員一同楽しみにしております。最後まで一
生懸命舞いますので、ご声援のほどよろしくお願いいたします。

大森神楽団は、明治の初期から氏神社である大森八幡神社（広
島市佐伯区湯来町伏谷）の奉納を第一義として活動してまいりま
した。台風による災害時を除いて、奉納の伝統を守ってきたことは
私どもの誇りです。また、神楽の可能性を求めていく過程で、幸いに
して、様 な々行事に奉納する機会を得ることができるようになり、大
変感謝しております。古き良き神楽の伝承にも心を配りつつ、地域に
根付いた神楽団として先輩方の神楽への熱き情熱を良き伝統とし
て引き継ぎ、『大森神楽』を皆様にお届けしたいと考えています。

おおもり

大森神楽団（広島市佐伯区湯来町）

玖島神楽団は、昭和53年に安芸高田市高宮町の指導のもと有志数
名により発足し、今年で48年目を迎える事になりました。勇壮で変化に
富んだ八調子の新舞、旧舞を舞っております。郷土芸能の伝承、地
域文化の更なる発展と、｢皆を元気に」を目的に団員一同地域の方々
の支援を受け、これからも日々 練習に精進し、頑張ってまいります。
神楽ファンの皆様、今後とも応援のほど、よろしくお願い申し上げます。

くじま

玖島神楽団（廿日市市玖島）

昭和32年、栗栖地区の若者たちが郷土発展のためにと矢上
系山県舞（六調子旧舞）を伝承し、栗栖神楽団として発足い
たしました。現在10代から60代の団員で郷土芸能の伝承発展
のため、日々 精進しているところです。まだまだ経験不足で技術
的にも未熟ですが、「神楽を舞わせていただく」という感謝の気
持ちを忘れず一生懸命頑張っていきたいと思います。

くりす

栗栖神楽団（廿日市市栗栖）

当神楽団は、広島市佐伯区湯来町を拠点に活動しています。
昭和47年に地元、下地区の神楽が好きな子どもたちによって
『下五原子供神楽団』として結成され、当時は「山県系六調子
舞」を舞っていました。昭和57年頃には、団員の多くが成人とな
ったことから、『下五原神楽団』と改名し、今に至っております。
現在は安芸高田市の神楽団から指導を受けた阿須那系高宮
八調子を演じており、地元神社の神楽奉納をはじめ、各地での
イベント発表等、積極的に参加しているところです。まだまだ未
熟ではありますが、みなさんに喜ばれる神楽を目指して、練習に
励んでいます。これからもご支援よろしくお願いいたします。

下五原神楽団（広島市佐伯区湯来町）
しもいつはら

当団は江戸天保年間より200年余りの歴史と伝統を今日に受
け継ぎ、昭和38年４月には広島県民俗無形文化財の指定を
いただきました。以来先人たちの遺した伝統を大切に団員一
丸となって、神楽の芸・技の習練に励んでおります。現在は民
俗無形文化財指定演目「五竜王」をはじめ、石見系山県神楽
を中心に新舞・旧舞を問わず幅広く取り組んでいます。新しい
試みとして、自ら文化の発祥となることを目指し、創作神楽にも
挑戦しています。まだまだ未熟ではありますが、団員一同一生
懸命練習に励み、郷土芸能として保存、継承に努めてまいりま
すので、ご支援のほどよろしくお願いします。本日はお客様と一
緒に楽しめるよう、最後まで一生懸命舞わせていただきますの
で、ご声援よろしくお願いいたします。

水内神楽団（広島市佐伯区湯来町）
みのち

吉和地域では明治時代から昭和初期まで旧舞による数団体の
神楽団が活動をしていました。戦後まもなくその活動も途絶え、
地域の神楽団はなくなりました。それから数年たち昭和54年頃、
古くから伝わる伝統芸能の神楽を復活させようと地域の有志や
若者たちが集まり神楽団が結成されました。舞は、六調子系の
旧舞による八岐の大蛇・大江山・塵倫・天神・羅生門・安達ヶ原
のほか、八調子系の新舞による滝夜叉姫など、数多くの演目を
上演しています。また、神楽大会や奉納神楽、イベント等の出演
など幅広い活動を行っています。そのほか、後継者の育成に取
組み、地域内外の子どもたちに神楽を指導し、子ども神楽として
上演もしています。今後も団員一同精進し、伝統芸能としての
誇りをもって活動を続けてまいります。

吉和神楽団（廿日市市吉和）
よしわ

スケジュール（予定）

プロフィール 出演団体のご紹介

（五十音順）


